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論文内容の要旨
快適で健康な建築の創造をめぎし温熱環境要素および生理的要素を測定し人にとって快適な椀熱条
件の空間を実現するための技術が求められている。人の感覚は温熱環境の広範開の刺激に素早く対応でき
るが.温熱環境要素の測定機器には，短時間で耐熱環境質素を測定できないものがある。評制iを精度艮く
行うには.測定が~<J.時間で.ノイズを伴わない値を表示する必要がある。
本論文ではt t.it熱環境要素の測定方法について，目的に沿勺た適切な測定機器の開発と検討を示した。
また.熱ふく射および、エネルギ一代謝に関する尖験と調査を行った。
第 1章では，温熱環境iHIJ定の重要性と本論文で検討する測定機器の合同性を示した。
第2章では，ふく射測定に関して.背景熱ふく射エネルギーを回転型反射鏡を用いてふく射温度計に導
く手法で装置の試作を行い，ふく射率is1定装置の有用性とその測定精度を検討したの
第3章では.気温測定に使崩する熱電対について.熱ふく射の影響を最小限にするための手法を検討し
た。平均ふく射温度測定に利用するー般のグローブ潟度計は，応答時間が卜数分かかるため.応答時間を
著しく短縮したI記述応答クeローフe温度計を作成し，人の感覚と対応させ，その適応性について検討したの
第41主では，温熱環境変素の基本事f!iについての人の生理的要素に関わる事項を検討した。温熱環境評
価を付う場合，エネルギー代謝量を必安とするが，心拍数を測定するだけでエネルギ一代謝量の推定が出
来る簡便な手法を検討した。また，身体各部の活動を臼動記録するセンサー(アクティピ、ティメーター)
を試作した。これらの機器を活用し環境条件の巽なる温熱環境要素の人体に対する影響について，作業
能率と脳波.心拍，血流等の生理的要素の相瓦関係を検討した。
第 5.aでは，温熱環境の特妹な環境として，精密な作業場で・着用するマスク付き衣服の温熱環境を実験
した。エネルギー代謝量測定には.マウスピースや帥胞換気量itl定用のマスクを装着するため，そのまま
で作業することは出来ないので，エネルギー代謝量が直接測定できない。したがって，第4菅で提示した
エネルギー代謝予測式を使用することによって，エネルギー代謝最求め，これにより，着衣量の検討を可
能にした。また，近畿地区に住む高齢者および青年を対象に，作製したアクティピティメーター，小引心
拍計，温度記録討を人か携帯記録し住宅温熱環境の実態を調査検討した。
第6青空 これまで述べてきたことを総括して結論とし，今後の関連する課題と将来の展望について述べ
たの
論文審査の結果の要旨
快適で健康な建築をめざし温熱環境要柔および生理的要素を測定し人にとって快適な温熱条件の空
間を実現するための技術が求められている。人の感覚は温熱環境の広範囲の刺激に素早く対応できるが，
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温熱環境要素の測定機器には.短時間で温熱環境要素を測定できないものがある。評価を精度良く行うに
は，測定が短時間で.ノイズを伴わない値を表示する必要があるの
本論文では，温熱環境要素の測定方法について.目的に沿った適切な測定機器の開発と検討を示してい
る。また，熱ふく射およひeエネルギー代謝に関する実験と調査も行っている。
まず，ふく射測定に関して，背景熱ふく射エネルギーを回転型反射鏡を用いてふく射温度計に導く手法
で装置の試作を行い.ふく射率の測定とその精度を検討している。
つぎに，平均ふく射温度測定に利用する一般のグローブ温度討を改良し応答時間を著しく短縮した高
速応答グローブ温度計を開発し人の感覚と対応させ，その適用性について検討している。
また.温熱環境評価を行う場合，エネルギー代謝量を必要とするが，心拍数を測定するだけでエネルギ
一代謝量の推定が出来る簡便な干誌を見出している。また，身体各部の活動を自動記録するセンサー(ア
クティビティメーター〉を試作し，環境条什の異なる温熱環境要素の人体に対する影響について，作業能
率と脳波，心拍，血流等の生理的要素の相互関係を明らかにしている。
さらに，温熱環境の特殊な環境下にある，エネルギ一代謝量測定について.エネルギー代謝予測式を使
用することによって，必要着友震の算出を可能にしている。最後に近畿地庶に住む高齢者および青年を対
象に，作製したアクティビティメーター，小型心拍計.温度記録計を人が携帯記録し住宅温熱環境の実
態を調貸し有用な資料を提供している。
以上のように本論文は建築温熱環境の測定法に関し熱環境の要素測定機器を改良開発し人の槻熱感や
生理量と対応させて，機器の適応性を示している。これらの成果は.題築温熱環境の評価に役に立ち，建
築環境工学の発展にも寄与するところが大きいものと考えられる。したがって.本論文の著者は，博士
(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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